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１．はじめに 

2021（令和 3）年 11 月，第 3 回全国未成線サミット

が島根県浜田市で開催された．このサミットは未成線

や廃線が残る地域でまちづくりなどに取り組む全国の

団体が集まり，遺構の活用と地域の活性化策を考える

もので，今回の舞台は，広島と浜田を結ぶ鉄道として，

戦前と戦後の 2 度にわたって建設されながらも，途中

で工事が中止されてしまった橋梁やトンネルなどの遺

構が多数現存している今福線であった． 

本稿では，浜田市で全国未成線サミットが開催され

たのを機に，戦前（旧線）に建設された 7 橋のコンクリ

ートアーチ橋が土木学会選奨土木遺産に認定された

2008（平成 20）年から全国未成線サミットが開催され

るまでの新旧今福線の鉄道遺構に関わる保存と活用の

経緯を振り返るとともに，全国未成線サミットでの議

論，現在までに明らかになった今福線の鉄道遺構の実

態について述べる． 

２．今福線の鉄道遺構の選奨土木遺産への認定と保存・

活用の経緯 

（１）保存・活用の経緯

1940（昭和 15）年に旧線，1980（昭和 55）年に新線

の工事が中断され，一部は車道に転用されたものの，長

年にわたって多くの構造物がそのまま放置されていた．

地元郷土史家による研究 1)や自治会による案内看板の

設置等が行われていたが，活動は限定的で，『鉄道廃線

跡を歩く』2)に掲載されたり，映画「天然コケッコー」

（2007 年）のロケ地になったりもしたが，草木が生い

茂り，遺構が見えなくなりつつあった（写真-1）．この

ままでは歴史とともにその存在が忘れ去られてしまう

のではないかと危惧されたため，土木学会中国支部選

奨土木遺産選考委員長であった第一著者が選奨土木遺

産への推薦を提案した．橋桁のない橋脚群やトンネル，

コンクリートアーチ橋など多数の遺構のうち，築造後

50 年以上が経過し，最も見どころとなり得る旧線のコ

ンクリートアーチ 7 橋を選定し，管理者である島根県

と浜田市の承諾を得て，土木学会本部へ推薦し，2008

（平成 20）年度の選奨土木遺産に認定された． 

選奨土木遺産への認定をきっかけに，今福線の保存

と利活用ができないかと，第 2 著者らが 2010（平成 22）

年，島根県技術士会に今福線研究分科会を立ち上げ，遺

構の調査を開始した．徐々に全貌が明らかになり，2013

（平成 25）年には「今福線マップ」を作成した（その

後，更新）．一方，地元でも自治会による伐採や草刈，

ウォーキングイベントの開催，ボランティアによる「今

福線ガイドの会」結成など活動が活発化してきた．その

活動の中心だったのが，元小学校教員の石本恒夫氏で，

住民による「今福線を守り，活かす」活動の礎を築いた
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写真-1 草木で見えなくなりつつあったアーチ橋 
（2008 年 7 月 22 日撮影） 
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氏の功績は大きい． 

2014（平成 26）年 2 月，「今福線マップ」を久保田章

市浜田市長に報告したことから，今福線をテーマにし

たシンポジウムが開催されることとなった．久保田市

長の父親が下府駅の駅長だったことも影響しているの

であろう．翌年 8 月に島根県立大学で「広浜鉄道今福線

を活かすシンポジウム」が開催された．その後，シンポ

ジウムの実働組織を母体に，浜田市が事務局となって，

沿線自治会やまちづくり推進委員会，公民館，島根県技

術士会，島根県立大学，浜田市商工会議所が参加して，

「今福線を活かす連絡協議会」が結成された． 

シンポジウムが開催されたことによって今福線が広

く知られるようになり訪問者が増加した，そして，行政

によるパンフレット「広浜鉄道今福線ガイド」の発行

（2017 年），遊歩道の整備，案内看板やトイレ（2016 年）

が設置される一方で，危険箇所にはフェンスが設置さ

れ，今福線一番のハイライトが望めなくなる事態も発

生した． 

第 3 回全国未成線サミットの開催が決まると，実行

委員会が組織されるとともに（2020 年），新旧交差部へ

のアクセス道路の整備や第一下府川橋梁への転落防止

柵の設置（2019 年）等が行われ，現在では遺構を安全

にめぐることができるようになった． 

（２）選奨土木遺産認定の効果 

選奨土木遺産は，(1)失われるおそれのある土木遺産

の救済，(2)社会へのアピール，(3)土木技術者へのアピ

ール，(4)まちづくりへの活用を目的に創設された認定

制度である．今福線の場合，認定後に文化財指定はされ

ていないものの，官民をあげた保存整備活動が行われ，

失われつつあった貴重な土木遺産の保護につながって

いる(1)．また，シンポジウムやサミットの開催等によ

り，その存在や歴史も広く知られるようになった(2)．

そして特筆すべきは，島根県技術士会による調査研究

活動の対象になり，その活動が 10 年以上も継続され(3)，

今福線の全貌が明らかになってきたことである．それ

だけ今福線は魅力にあふれていることの証でもある．

そうした活動が一体となって，今福線を核とした地域

の活性化にもつながっている(4)．今福線は，選奨土木

遺産のすべての目的を達成しており，認定によりこれ

だけの効果が現われた例は全国的に見ても他にないで

あろう． 

 

３．全国未成線サミット 

全国未成線サミットは，第 1 回目は 2017（平成 29）

年 3 月 4 日に奈良県五條市（五新線），第 2 回目は 2018

（平成 30）年 10 月 27 日に福岡県赤村（油須原線）で

開催され，浜田市での第 3 回目は当初，2020（令和 2）

年 11 月に開催する予定であったが．新型コロナウイル

ス感染拡大のため 1 年延期されていた． 

（１）サミット 

第 3 回全国未成線サミット in 浜田の第 1 日目は，11

月 13 日に石央文化ホールで 250 名が参加し，サミット

が開催された．NPO 法人五新線再生推進会議（五新線，

奈良県五條市），錦川観光協会（岩日北線，山口県岩国

市），赤村トロッコの会（油須原線，福岡県赤村），高千

穂町（高千穂線，宮崎県高千穂町），NPO 法人江の川鐵

道（三江線，島根県邑南町）による活動事例の紹介なら

びに「鉄道遺構を活かした地域活性～産業観光への活

用～」と題してシンポジウムが行われた．シンポジウム

では，第一著者も登壇し，橋梁やダムなども観光資源に

なり得ることを土木構造物の魅力とともに伝えた．ま

た，土木遺産を保存活用するにあたって，どのようにそ

の機運を高めていくのか，他地域で事例を紹介した．デ

ィスカッションでは活動を継続していくことの重要性

に加え，活動の可視化と資金確保の必要性が各パネリ

ストから指摘された． 

なお，サミットの模様は YouTube でも配信された． 

（２）エクスカーション 

翌 11 月 14 日は，JR 浜田駅を起点に今福線の鉄道遺

構をめぐるエクスカーションが開催され 73 名が参加し

た．参加者はバス 4 台に分乗し，各バスに乗車した今福

線ガイドの会 2 名と島根県技術士会今福線研究分科会

写真-2 下長屋トンネル内で行われた説明 
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1 名の解説のもと下府駅，橋脚群，おろち泣き橋等を見

学した．特に下長屋トンネル内では壁面にプロジェク

ターで投影して説明が行われ（写真-2），そのアイデア

に感心するとともにトンネル活用の可能性を感じた．

見学後は地元のまちづくり推進委員会によって昼食と

お土産が提供された．地域住民のおもてなしの心と魅

力的な特産品等，地域のポテンシャルの高さを実感し

た． 

 

４．今福線の鉄道遺構の実態 

2021（令和 3）年 11 月 27 日に旧線のコンクリートア

ーチ橋 2 ヶ所（県道佐野波子停車場線に転用された 5

連，下府川の支流に架かる 1 連）の現地計測を行い（写

真-3），図化（データ化）した（次ページ「今福線旧線

5 連アーチ橋一般図」）．これにより選奨土木遺産に認定

された 7 橋すべての図化が完了したことになる．旧線

については図面をはじめ関連する資料が一切残ってい

ないため，実態を記録した貴重な資料になるとともに，

今後の維持管理に活用することが期待される．なお，RC

レーダー計測の結果，他のアーチ橋と同様に無筋であ

ることが確認された．また，シュミットハンマーによる

コンクリートの圧縮強度は 5 連橋が 40.3N/mm2，1 連橋

が 44.9N/mm2と推定され，築造後 80 年以上が経過して

いるが，いずれも高強度であることが確認された． 

7 橋のアーチ橋のうち，今回計測を実施した 5 連アー

チ橋は拡幅され県道に，4 連アーチ橋の通称「おろち泣

き橋」は市道に転用され，ガードパイプ等が設置されて

いる．今福第 4 トンネルの前後 2 橋（4 連，1 連）は，

特段の整備がされている訳ではないが，これらの遺構

をめぐる散策路になっている．今福線最大の見どころ

である新旧交差部の 4 連アーチ橋は，ビュースポット

として草刈り等はされているが，この 4 連アーチ橋を

含めた今福側の 3 橋は立入禁止区域に位置しており，

アーチ橋そのものは当時のままである． 

なお，5 連アーチ橋は，当初の幅員は 3000mm 程度で

あったと思われるが，山側に拡幅するため（2 車線化），

山切してコンクリート擁壁を構築している．なお，擁壁

とアーチ橋の脚部が重なる部分は，擁壁を切り欠きし，

別の構造としている．県道として拡幅される際に，5 連

アーチ橋の下府側にあった今福第二トンネルが撤去さ

れており，アーチ橋も撤去されても不思議ではなかっ

たが，アーチ橋を残し，うまく活用した担当者の判断に

敬意を表したい．下府側の 3 連は 9000mm，今福側の 2

連は 4600m でスパンが異なっているが，当初は 4 連橋

で同一スパンだったものが，地質の関係で 5 連に途中

変更されたものと推測される．今後の解明を待ちたい． 

 

５．おわりに 

中国支部選奨土木遺産選考委員会として，今福線の

コンクリートアーチ橋群を推薦した際には，ここまで

官民一体となった活動が展開され，全国にその存在が

知られるようになるとは想像もしていなかった．今福

線の事例は，選奨土木遺産への認定が土木遺産の救済

のみならず，地域の活性化や土木技術者への啓発にも

つながっていくことを示した最も代表的な事例と言え

よう． 

今後は，サミットでも指摘されたように活動を継続

していくことが重要で，その具体的な方策を検討して

いくことも必要である． 

 

謝辞 

本研究は，令和 3 年度土木学会中国支部調査研究活

動助成制度（Ｂ）を受けて，島根県技術士会今福線研究

分科会と共同で実施したものである． 

 

参考文献 

1) 幻の広浜鉄道：桑原彰，ふるさと浜田の歴史 亀山，

浜田市文化財愛護会，18 号･19 号，1991･1992.  
2) 鉄道廃線跡を歩くⅤ：宮脇俊三編著，JTB，1998. 
3) 「幻の広浜鉄道今福線」研究：島根県技術士会，2015. 
4) 第 3 回全国未成線サミット in 浜田 報告書：第 3 回

全国未成線サミット in 浜田実行委員会，2022. 

写真-3 県道として拡幅された 5 連アーチ橋 

（現地計測の様子） 
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